
   

「
南
方
隨
筆
」
底
本
正
字
化
版
「
俗
傳
」
パ
ー
ト 

  
 

 
 

 

南
方
熊
楠 

 
 

河 
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藪
野
直
史
オ
リ
ジ
ナ
ル
注
附 

  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
論
考
は
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
一
月
発
行
の
『
鄕
土
硏
究
』
第
二
巻
第
十
一
号

に
初
出
さ
れ
、
後
の
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
五
月
に
岡
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
単
行
本
「
南
方
隨
筆
」

に
収
録
さ
れ
た
。 

 

底
本
は
同
書
初
版
本
を
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
原
本
画
像
（
こ
こ
か
ら
）
で
視

認
し
て
用
い
た
。
ま
た
、
所
持
す
る
平
凡
社
「
選
集
」
で
一
部
の
誤
記
を
訂
し
た
。
但
し
、
加
工
デ
ー
タ

と
し
て
サ
イ
ト
「
私
設
万
葉
文
庫
」
に
あ
る
電
子
テ
ク
ス
ト
（
底
本
は
平
凡
社
「
南
方
熊
楠
全
集
」
第
二

巻
（
南
方
閑
話
・
南
方
随
筆
・
続
南
方
随
筆
）
一
九
七
一
年
刊
で
新
字
新
仮
名
）
を
使
用
さ
せ
て
戴
く
こ

と
と
し
た
。
こ
こ
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。 

 

「
法
苑
珠
林
」
の
巻
数
は
「
卷
九
二
」
と
あ
る
が
（「
選
集
」
も
同
じ
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
）、
こ

れ
は
誤
り
で
、
巻
第
七
十
五
が
正
し
い
。
「
十
惡
篇
第
八
十
四
之
三
」
の
「
邪
婬
部
第
六
此
別
三
部
」
の

「
感
應
緣
【
略
引
十
二
驗
】」
の
中
の
「
宋
時
弘
農
人
感
得
冥
婚
怪
」
で
あ
る
。「
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
の
こ

ち
ら
を
用
い
て
本
文
を
校
訂
し
た
。
ま
た
、
底
本
の
訓
点
に
は
不
全
な
箇
所
が
有
意
に
あ
る
た
め
、
そ
れ
も

独
自
に
補
正
し
た
。 

 

本
篇
は
短
い
の
で
、
底
本
原
文
そ
の
ま
ま
に
示
し
、
後
注
で
、
読
み
を
注
し
た
。
然
し
乍
ら
、
訓
点
附

き
漢
文
が
長
々
と
あ
り
、
横
書
で
は
甚
だ
読
み
難
い
た
め
、
本
篇
は
特
異
的
に
縦
書
PDF
版
を
成
形
し
て
別
に

公
開
す
る
こ
と
と
し
た
。【
二
〇
二
二
年
六
月
二
十
三
日 

藪
野
直
史
】］ 

 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/190
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
https://www.kanripo.org/text/KR6s0002/075?query=%E6%BD%BC%E9%84%95#075-0851c
https://www.kanripo.org/text/KR6s0002/075?query=%E6%BD%BC%E9%84%95#075-0851c


  
 

 
 

 
河 

童 

の 

藥 

方 

  

此
例
夥
し
く
柳
田
氏
の
山
島
民
譚
集
の
六
頁
已
下
に
出
居
る
。
甲
子
夜
話
六
五
に
、
「
訓
蒙
圖
彙
に
、

河
太
郞
水
中
に
在
る
時
は
小
兒
の
如
く
に
し
て
、
長
さ
金
尺
八
寸
よ
り
一
尺
二
寸
有
り
。
本
草
網
目
云
、

水
虎
河
伯
」
と
。
予
は
本
草
網
目
に
水
虎
と
河
伯
と
一
物
と
し
て
居
る
か
否
か
を
記
臆
せ
ぬ
が
、
兎
に
角

カ
ツ
パ
を
河
伯
の
訛
り
と
し
た
說
が
古
く
有
つ
た
ら
し
い
。
夜
話
續
篇
三
五
に
、
河
伯
の
假
面
を
圖
し
、

日
本
紀
や
神
名
帳
和
名
類
聚
鈔
蜻
蛉
日
記
等
を
引
き
、
本
邦
に
古
く
河
伯
（
和
名
加
汲
乃
賀
美
）
の
崇
拜

あ
っ
た
由
述
べ
お
る
。
蜻
蛉
日
記
に
「
は
ら
か
ら
の
陸
奧
守
に
て
下
る
を
、
長
雨
し
け
る
頃
、
其
下
る
日

晴
た
り
け
れ
ば
、
か
の
國
に
か
は
く

○

○

○

と
云
ふ
神
有
り
と
て
歌
に
云
々
」
と
序
べ
て
、
か
は
く

○

○

○

（
河
伯
）
を

乾
く
の
意
に
通
は
せ
た
歌
を
出
せ
る
を
見
る
と
、
其
名
を
音
讀
し
て
呼
ん
だ
ら
し
い
。
カ
ツ
パ
は
川
童

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
読
み
は
「
選
集
」
を
参
考
に
す
る
な
ら
、
「
か
は
わ
つ
ぱ
」
。
］
を
縮
め
て
成
つ
た
名

か
、
其
よ
り
早
く
河
伯
と
云
た
の
を
後
に
カ
ツ
パ
と
訛
た
か
は
一
寸
分
ら
ぬ
が
、
カ
ツ
パ
の
俗
說
に
支
那

の
河
伯
の
譚
が
多
少
混
じ
居
る
證
據
ら
し
い
の
を
見
出
だ
し
た
故
書
付
く
る
。
法
苑
珠
林
卷
九
二
に
、
搜

神
記
を
引
て
云
く
、
宋
ノ

時
弘
農
ノ

華
陰
潼
鄕
陽
首
里
ノ

人
也
。
服
シ
テ

二

八
石
ヲ

一

得
テ

二

水
道
仙
ヲ

一

、
爲
ル

二

河
伯
ト

一

。
幽
明
錄
ニ

曰
ク

、
餘
杭
縣
ノ

南
ニ

有
リ

二

上
湘
一

、
湘
ノ

中
央
ニ

作
ル

ㇾ

塘
ヲ

。
有
リ

二

一
人
一

、
乘
リ
テ

ㇾ

馬

ニ

看
ル

。
戲
レ
ニ

將
ヰ
テ

二

三
四
人
ヲ

一

、
至
リ

二

岑
村
ニ

一

飮
ム

ㇾ

酒
ヲ

。
小
シ
ク

醉
ヒ
テ

暮
ニ

還
ル

。
時
ニ

炎
熱
ス

。
因
テ

下

テ
ㇾ

馬
入
リ

二

水
中
ニ

一

枕
乄

ㇾ

石
ニ

眠
ル

。
馬
斷
ツ
テ

走
リ

歸
ル

。
從
フ
モ
ノ

又
悉
ク

追
フ

ㇾ

馬
ヲ

。
至
リ
テ
モ

ㇾ

暮
ニ

不
ㇾ

反
ラ

。

眠
覺
ム
ル
ニ

日
已
ニ

向
ハ
ン
ト
ス

ㇾ

晡
ニ

。
不
ㇾ

見
二

人
馬
ヲ

一

。
見
ル

二

一
婦
ノ

來
タ
ル
ヲ

一

。
年
可
リ

二

十
六
七
一

、
云
ク

二

女
郞
再
拜
シ
テ
一

、
日
既
ニ
向
ハ
ン
ト
ス

ㇾ
暮
ニ

。
此
ノ

間
、
大
イ
ニ

可
シ

ㇾ
畏
ル

。
君
作
ス
ト

二

何
ノ

計
ヲ
カ

一

。
問
フ

女
郎
ノ

姓
ハ

何
ゾ
ヤ

。
那
ゾ

得
ン
ト

二

忽
チ

相
問
ス
ル
ヲ

一

。
復
タ

有
リ

二

一
ノ

年
少
ノ
モ
ノ

一

、
年
可
リ

二

十
三
四
一

、
甚
ダ

了

了
ト
乄

乘
レ
リ

二

新
シ
キ

車
ニ

一

。
車
後
ヨ
リ

二
十
人
至
ル

。
呼
ビ
テ

上
ゲ
テ

ㇾ

車
ニ

云
ク

、
大
人
暫
ク

欲
ス

二

相
ヒ

見
エ
ン
ト

一

。

因
リ
テ

迴
乄

ㇾ

車
ヲ

而
去
ル

。
道
中
ノ

路
駱
驛
ト
シ
テ

、
把
火
ア
リ

、
尋
ネ

二

城
郭
邑
ヲ

一

、
車
、
至
ル
ニ

便
チ

入
リ

ㇾ

城
ニ

、

進
ム

二

廳
事
ニ

一

。
上
ニ

有
リ

二

信
幡
一

。
題
ヲ

云
フ

二

河
伯
ノ

信
ト

一

。
見
ル

二

一
人
ヲ

一

年
三
十
許
リ

、
顏
容
如
シ

ㇾ

畫

ク
ガ

。
侍
衞
繁
多
ニ
シ
テ

、
相
ヒ

對
シ
テ

欣
然
タ
リ

。
勅
乄

行
ヒ
テ

二

酒
炙
ヲ

一

云
ク

、
僕
有
リ

二

小
女
一

乃
チ

聰
明
タ
リ

。
欲

ス
三

以
テ

給
セ
ン
ト

二

君
ガ

箕
帚
ニ

一

。
此
ノ

人
知
リ
テ

ㇾ

神
ト

、
敬
畏
乄

不
二

敢
ヘ
テ

詎
逆
セ

一

。
便
チ

勅
乄

備
サ
ニ

辦
乄

令
メ

ㇾ

就
カ

二

郞
中
ノ

婚
ニ

一

。
承
リ
テ

白
ス

二

已
ニ

辨
ヘ
タ
リ
ト

一

。
送
ル

二

絲
布
ノ

單
衣
及
ビ

紗
ノ

袷
・
絹
ノ

裙
・
紗
ノ

衫
・



褌
・
履
屐
ヲ

一

。
皆
精
好
ナ
リ

。
又
給
ス

二

十
小
吏
・
靑
衣
數
十
人
ヲ

一

。
婦
年
可
リ

二

十
八
九
一

、
姿
容
婉
媚
ナ
リ

。

便
チ

成
リ
ヌ

。
三
日
ノ

後
チ

大
イ
ニ

會
シ

ㇾ

客
ヲ

拜
ス

ㇾ

閤
ヲ

。
四
日
ニ
シ
テ

云
ク

、
禮
既
ニ

有
リ

ㇾ

限
リ

。
當
ニ

べ
シ
二

發
遣
シ

去
ル

一
。
婦
以
テ

二

金
甌
ト

麝
香
ノ

囊
ヲ

一

與
ヘ
テ

ㇾ

婿
ニ

別
泣
洟
乄

而
分
ル

。
又
與
ヘ
テ

二

錢
十
萬
・
藥
方
三
卷
ヲ

一

云

ク

、
可
シ
ト

二

以
テ

施
シ

ㇾ

功
ヲ

布
ク

一
ㇾ

德
ヲ

。
復
タ

云
ク

、
十
年
ニ
乄

當
ニ

ベ
シ
ト
二

相
ヒ

迎
フ

一

。
此
ノ

人
歸
リ
テ

ㇾ

家
ニ

、

遂
ニ

不
二

肯
ヘ
テ

別
ニ

婚
セ

一

、
辭
シ
テ

ㇾ

親
ヲ

出
家
乄

作
ル

二

道
人
ト

一

。
所
ノ

ㇾ

得
ル

三
卷
方
者
、
一
卷
ハ

脈
經
、
一
卷

ハ

湯
方
、
一
卷
ハ

丸
方
ナ
リ

。
周
ク

行
ヒ
テ

救
療
ス
ル
ニ

皆
致
ス

二

神
驗
ヲ

一

。
後
ニ

母
老
邁
シ
テ

兄
喪
ス

。
因
リ
テ

還
リ
テ

婚
シ
テ

宦
ス

。
龍
樹
大
士
が
大
乘
經
典
を
龍
に
獲
、
孫
思
邈
が
千
金
方
の
要
素
を
涇
陽
の
水
府
に
得
た
樣
な

譚
だ
。
右
の
文
に
據
る
と
、
司
馬
晋
の
頃
は
特
殊
の
人
が
死
し
て
河
伯
と
な
り
得
る
と
信
じ
た
ら
し
く
、

此
點
は
日
本
の
カ
ツ
パ
と
違
ふ
が
、
河
伯
の
女
が
人
と
婚
し
得
る
と
信
じ
た
の
は
、
カ
ツ
パ
が
人
間
の
婦

女
を
犯
す
事
有
り
と
言
う
に
近
く
、
又
藥
方
を
傳
ふ
る
一
件
は
河
伯
、
カ
ツ
パ
相
同
じ
。
最
も
搜
神
記
の

河
伯
と
異
な
り
、
日
本
の
カ
ツ
パ
は
口
や
作
例
で
傳
へ
た
の
み
で
、
書
物
を
授
け
た
事
を
聞
ぬ
が
、
以
前

は
カ
ツ
パ
に
も
隨
分
小
六
か
し
い
奴
も
有
つ
た
と
見
え
、
鞍
馬
の
僧
正
坊
の
向
ふ
を
張
つ
て
兵
法
を
人
に

傳
へ
た
の
が
有
る
。
關
八
州
古
戰
錄
十
四
に
、
飯
篠
山
城
守
家
直
入
道
長
意
は
下
總
國
香
取
郡
の
鄕
士
也
、

鹿
伏
刑
部
少
輔
よ
り
刺
擊
の
法
を
傳
授
す
、
刑
部
少
輔
が
先
師
は
天
眞
正
と
て
海
中
に
住
す
る
河
童
と
い

ふ
獸
也
、
然
れ
ど
も
、
流
義
に
於
て
は
そ
の
名
實
を
顯
は
さ
ず
、
香
取
大
明
神
の
應
身
よ
り
傳
授
せ
り
と

詢
へ
來
る
と
云
へ
り
云
々
。
序
に
云
ふ
、
四
十
年
ば
か
り
前
迄
は
和
歌
山
市
で
河
童
を
ド
ン
ガ
ス
と
言
ふ
、

カ
ツ
パ
と
云
へ
ば
分
ら
ぬ
人
多
か
つ
た
。
亡
母
言
く
、
大
阪
か
ら
下
る
人
は
此
物
を
河
太
郞
、
江
戶
よ
り

移
つ
て
來
た
士
族
は
カ
ツ
パ
と
呼
ぶ
と
。
ド
ン
ガ
ス
は
泥
龜
を
訛
つ
た
の
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
大
正
四
年
一
月
鄕
硏
第
二
卷
第
十
一
號
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
此
例
夥
し
く
柳
田
氏
の
山
島
民
譚
集
の
六
頁
已
下
に
出
居
る
」
正
確
に
は
原
本
本

文
の
「
五
頁
」
以
降
と
言
う
べ
き
と
思
う
。
私
の
ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ
リ
「
柳
田
國
男
」
で
は
、 

『
柳
田
國
男 

山
島
民
譚
集 

原
文
・
訓
読
・
附
オ
リ
ジ
ナ
ル
注
「
河
童
駒
引
」
（
２
） 

「
非
類
靈
藥

ヲ
知
ル
」』
に
始
ま
り
、 

『「
河
童
駒
引
」（
３
） 

「
河
童
家
傳
ノ
金
創
藥
」（
１
）』 

『「
河
童
駒
引
」（
４
） 

「
河
童
家
傳
ノ
金
創
藥
」（
２
）』 

『「
河
童
駒
引
」（
５
） 

「
河
童
家
傳
ノ
金
創
藥
」（
３
）』 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1460962/12
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1460962/12
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23839005/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-0efe.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-0efe.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-2205.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-646e.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-5033.html


ま
で
続
く
。 

『
甲
子
夜
話
六
五
に
、
「
訓
蒙
圖
彙
に
、
河
太
郞
水
中
に
在
る
時
は
小
兒
の
如
く
に
し
て
、
長
さ
金
尺
八

寸
よ
り
一
尺
二
寸
有
り
。
本
草
網
目
云
、
水
虎
河
伯
」
と
』
事
前
に
こ
こ
で
電
子
化
注
し
て
お
い
た
の
で
、

そ
ち
ら
を
読
ま
れ
た
い
。 

「
予
は
本
草
網
目
に
水
虎
と
河
伯
と
一
物
と
し
て
居
る
か
否
か
を
記
臆
せ
ぬ
」
そ
ち
ら
で
指
摘
し
た
通
り
、

「
本
草
綱
目
」
に
は
「
水
虎
」
は
立
項
さ
れ
て
あ
る
が
、「
河
伯
」
は
な
く
、
「
水
虎
」
を
「
河
伯
」
と
す

る
記
載
自
体
も
な
い
。 

「
話
續
篇
三
五
に
、
河
伯
の
假
面
を
圖
し
、
日
本
紀
や
神
名
帳
和
名
類
聚
鈔
蜻
蛉
日
記
等
を
引
き
、
本
邦

に
古
く
河
伯
（
和
名
加
汲
乃
賀
美
』
（
か
は
の
か
み
）
『
）
の
崇
拜
あ
っ
た
由
述
べ
お
る
。
蜻
蛉
日
記
に

「
は
ら
か
ら
の
陸
奧
守
に
て
下
る
を
、
長
雨
し
け
る
頃
、
其
下
る
日
晴
た
り
け
れ
ば
、
か
の
國
に
か
は
く

○

○

○

と
云
ふ
神
有
り
と
て
歌
に
云
々
」
と
序
べ
て
、
か
は
く

○

○

○

（
河
伯
）
を
乾
く
の
意
に
通
は
せ
た
歌
を
出
せ
る

を
見
る
と
、
其
名
を
音
讀
し
て
呼
ん
だ
ら
し
い
」
こ
れ
も
事
前
に
こ
こ
で
電
子
化
注
し
て
お
い
た
の
で
、

そ
ち
ら
を
読
ま
れ
た
い
。 

「
法
苑
珠
林
卷
九
二
」
（
冒
頭
注
で
述
べ
た
通
り
「
卷
七
五
」
の
誤
り
）「
に
、
搜
神
記
を
引
て
云
く
、…

…

」
訓
読
す
る
。 

 
 

 

＊ 

 

宋
の
時
、
弘
農

こ
う
の
う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
現
在
の
河
南
省
西
部
に
位
置
す
る
三
門
峡
市
・
南
陽
市
西
部
及
び

陝
西
省
商
洛
市
附
近
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
同
じ
）。
］
の
馮ふ

う

夷い

は
、
華
陰
の
潼
鄕

と
う
き
や
う

陽
首

里
の
人
な
り
。
八
石

は
つ
こ
く

を
服ぶ

く

し
、
水
道
仙

す
い
だ
う
せ
ん

を
得
て
、
河
伯
と
な
る
。」
と
。
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
八
十
斗
も
の

丹
薬
を
服
用
し
て
、
水
界
で
仙
人
と
な
る
術
を
会
得
し
、
遂
に
水
神
河
伯
と
な
っ
た
。］ 

 

「
幽
明
錄
」
に
曰
は
く
、 

『
餘よ

杭か
う

縣
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
浙
江
省
余
杭
区
。］
の
南
に
上

湘

じ
や
う
し
や
う

あ
り
、
中
央
に
塘

つ
つ
み

を
作
る
。 

 

一
人
有
り
、
馬
に
乘
り
て
、
看
る
。
戲
れ
に
三
、
四
人
を
將ひ

き

ゐ
て
岑し

ん

村そ
ん

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
に
現

存
す
る
。
こ
の
北
に
あ
る
堤
が
貫
通
す
る
湖
が
上
湘
湖
っ
ぽ
い
。
］
に
至
り
、
酒
を
飮
む
。
少
し
く
醉ゑ

ひ

て
、
暮
れ
に
還
ら
ん
と
す
。
時
に
炎
熱
す
。
因
り
て
馬
よ
り
下お

り
、
水
中
に
入
り
て
、
石
に
枕
し
て
、
眠

る
。
馬
、
斷

な
は
た

ち
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
手
綱
を
切
っ
て
。］
、
走
り
歸
る
。
從
ふ
も
の
、
又
、

悉
こ
と
ご
と

く
馬
を

追
ふ
。
暮
れ
に
至
り
て
も
、
反か

へ

ら
ず
。
眠
覺

め

ざ

む
る
に
、
日
、
既
に
晡

ひ
ぐ
れ

に
向
は
ん
と
す
。
人
馬
を
見
ず
。 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/06/post-f25c43.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/06/post-5e3935.html
https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+%E6%B2%B3%E5%8D%97%E7%9C%81+%E4%B8%89%E9%96%80%E5%B3%A1%E5%B8%82/@33.6916428,110.5794613,8z/data=!4m5!3m4!1s0x36795c25d28adee3:0x4e5e35df0ff15a4e!8m2!3d34.7727068!4d111.2000526
https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+%E6%B2%B3%E5%8D%97%E7%9C%81+%E4%B8%89%E9%96%80%E5%B3%A1%E5%B8%82/@33.6916428,110.5794613,8z/data=!4m5!3m4!1s0x36795c25d28adee3:0x4e5e35df0ff15a4e!8m2!3d34.7727068!4d111.2000526
https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+%E6%B2%B3%E5%8D%97%E7%9C%81+%E4%B8%89%E9%96%80%E5%B3%A1%E5%B8%82/@33.6916428,110.5794613,8z/data=!4m5!3m4!1s0x36795c25d28adee3:0x4e5e35df0ff15a4e!8m2!3d34.7727068!4d111.2000526
https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+%E6%B2%B3%E5%8D%97%E7%9C%81+%E4%B8%89%E9%96%80%E5%B3%A1%E5%B8%82/@33.6916428,110.5794613,8z/data=!4m5!3m4!1s0x36795c25d28adee3:0x4e5e35df0ff15a4e!8m2!3d34.7727068!4d111.2000526
https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+%E6%B2%B3%E5%8D%97%E7%9C%81+%E4%B8%89%E9%96%80%E5%B3%A1%E5%B8%82/@33.6916428,110.5794613,8z/data=!4m5!3m4!1s0x36795c25d28adee3:0x4e5e35df0ff15a4e!8m2!3d34.7727068!4d111.2000526
https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+%E6%B2%B3%E5%8D%97%E7%9C%81+%E4%B8%89%E9%96%80%E5%B3%A1%E5%B8%82/@33.6916428,110.5794613,8z/data=!4m5!3m4!1s0x36795c25d28adee3:0x4e5e35df0ff15a4e!8m2!3d34.7727068!4d111.2000526
https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+%E6%B5%99%E6%B1%9F%E7%9C%81+%E6%9D%AD%E5%B7%9E%E5%B8%82+%E4%BD%99%E6%9D%AD%E5%8C%BA/@30.3648397,119.910686,11.25z/data=!4m5!3m4!1s0x344b4498530959c3:0x69c7195ce4a7ffa3!8m2!3d30.4187503!4d120.2985013
https://www.google.com/maps/place/Cencun,+%E4%BD%99%E6%9D%AD%E5%8C%BA+%E6%9D%AD%E5%B7%9E%E5%B8%82+%E6%B5%99%E6%B1%9F%E7%9C%81+%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+311121/@30.2345465,119.9227027,13.25z/data=!4m5!3m4!1s0x344b70e190d06a3d:0x636fa47fce67abca!8m2!3d30.22684!4d119.93096
https://www.google.com/maps/place/Cencun,+%E4%BD%99%E6%9D%AD%E5%8C%BA+%E6%9D%AD%E5%B7%9E%E5%B8%82+%E6%B5%99%E6%B1%9F%E7%9C%81+%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+311121/@30.2345465,119.9227027,13.25z/data=!4m5!3m4!1s0x344b70e190d06a3d:0x636fa47fce67abca!8m2!3d30.22684!4d119.93096
https://www.google.com/maps/place/Cencun,+%E4%BD%99%E6%9D%AD%E5%8C%BA+%E6%9D%AD%E5%B7%9E%E5%B8%82+%E6%B5%99%E6%B1%9F%E7%9C%81+%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+311121/@30.2345465,119.9227027,13.25z/data=!4m5!3m4!1s0x344b70e190d06a3d:0x636fa47fce67abca!8m2!3d30.22684!4d119.93096
https://www.google.com/maps/place/Cencun,+%E4%BD%99%E6%9D%AD%E5%8C%BA+%E6%9D%AD%E5%B7%9E%E5%B8%82+%E6%B5%99%E6%B1%9F%E7%9C%81+%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+311121/@30.2345465,119.9227027,13.25z/data=!4m5!3m4!1s0x344b70e190d06a3d:0x636fa47fce67abca!8m2!3d30.22684!4d119.93096


 

一
婦
の
來
た
る
を
見
る
。
年
十
六
、
七
許ば

か

り
に
し
て
、
女
郞

ぢ
や
ら
う

、
再
拜
し
て
云
は
く
、 

「
日
、
既
に
暮
れ
に
向
か
は
ん
と
す
、
こ
の
間

あ
た
り

、
大
い
に
畏
る
べ
し
。
君
、
何
の
計け

い

を
か
作な

す
。」 

と
。 

 

問
ひ
て
、 

「
女
郞
の
姓
は
何
ぞ
や
。
那な

ん

ぞ
、
忽
ち
、
相
聞

さ
う
も
ん

す
る
を
得
ん
。」 

と
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
婦
人
が
男
子
に
ぶ
し
つ
け
に
声
を
掛
け
た
こ
と
を
咎
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。］ 

 

復ま

た
、
一

ひ
と
り

の
年
少
の
も
の
あ
り
、
年
十
三
、
四
計
り
、
甚
だ
了
々
と
し
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
見
る
か

ら
に
明
晰
な
感
じ
の
す
る
人
物
で
、］、
新
し
き
車
に
乘
れ
り
。 

 

車
の
後あ

と

よ
り
、
二
十
人
、
至
る
。 

 

呼
び
て
、
車
に
上あ

げ
て
云
は
く
、 

「
大
人

だ
い
じ
ん

、
暫
く
、
相
ひ
見ま

み

え
ん
と
欲
す
。」 

と
。 

 

因
り
て
、
車
を
迴め

ぐ

ら
し
て
去
る
。 

 

道
中
の
路み

ち

、
駱
驛

ら
く
え
き

と
し
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
人
馬
の
往
来
な
ど
が
絶
え
間
な
く
続
く
さ
ま
。
繁
華
な

感
じ
で
。
］、
把
火

た
い
ま
つ

あ
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
つ
ぎ
つ
ぎ
と
松
明
が
点
灯
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
異
界
へ
の
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
］。 

 

城
郭
・
邑む

ら

を
尋
ね
、
至
る
に
、
便

す
な
は

ち
、
城
に
入
り
、
廳
事

ち
や
う
じ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
役
所
。］
に
進
む
。 

 

上
に
信し

ん

幡ぱ
ん

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
官
職
名
を
印
し
た
旗
。］
有
り
。
題
し
て
「
河
伯
」
と
云
ふ
。 

 

一
人
を
見
る
、
年
三
十
許
り
、
顏
容
、
畫ゑ

が

く
が
ご
と
し
。 

 

侍
衞
、
繁
多
に
し
て
、
相
ひ
對
し
て
、
欣
然
た
り
。 

 

勅
し
て
酒
炙

し
ゆ
し
や

を
行
ひ
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
酒
肴
を
勧
め
て
。］、
云
は
く
、 

「
僕
、
少
女
、
有
り
。
乃

す
な
は

ち
聰
明
た
り
。
以
つ
て
、
君
が
箕
箒

き

し

う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
現
代
仮
名
遣
「
き
し

ゅ
う
」。
妻
と
な
っ
て
仕
え
る
こ
と
を
言
う
。
元
は
塵
取
り
と
箒
で
妻
の
謙
称
。］
に
給き

ふ

せ
ん
と
欲
す
。」 

と
。 

 

此
の
人
、 

『
神
な
り
。』 

と
知
り
て
敬
畏
し
て
、
敢
へ
て
詎
逆

き
よ
ぎ
や
く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
逆
ら
っ
て
反
問
す
る
こ
と
。］
せ
ず
。 



 

便
ち
、
勅
し
て
、
備つ

ぶ

さ
に
辨

し
た
く

し
て
、
郞
中
の
婚
に
就
か
し
め
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
男
の
婚
礼
の
仕

度
を
部
下
に
命
じ
る
と
。
］、
承
り
て
、 

「
已
に
辨

と
と
の

へ
た
り
。」 

と
白ま

を

す
。 

 

絲
布

し

ふ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
絹
。
］
の
單
衣

ひ

と

へ

、
及
び
、
紗し

や

の
袷

あ
は
せ

、
絹
の
裙く

ん

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ズ
ボ
ン
。
］
、

紗
の
衫さ

ん

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
上
半
身
の
下
着
。
］
、
褌こ

ん

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
下
半
身
の
下
着
。
］
、
履
屐

り

げ

き

［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
履
き
物
。］
を
送
る
。
皆
、
精
好
な
り
。 

 

又
、
十
の
小
吏
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
家
来
。］、
靑
衣
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
侍
女
。］
數
十
人
を
給
す
。 

 

婦つ
ま

は
年
十
八
、
九
可ば

か

り
、
姿
容
、
婉
媚
な
り
。 

 

便
ち
、
成
り
ぬ
。 

 

三
日
の
後の

ち

、
大
い
に
、
客
を
會

く
わ
い

し
、
閤こ

う

を
拜
す
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
婿
入
り
の
披
露
が
さ
れ
た
。
］。 

 

四
日
に
し
て
曰
は
く
、 

「
禮
、
既
に
限
り
有
り
。
當
に
發お

遣く

り
去
る
べ
し
。」 

と
。 

 

婦
、
金
甌

き
ん
お
う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
黄
金
の
盆
。
］
と
麝
香

じ
や
か
う

の
囊

ふ
く
ろ

を
以
つ
て
婿
に
與
へ
、
涕
泣
し
て
分わ

か
る
。 

 

又
、
錢
十
萬
、
藥
方

や
く
は
う

三
卷
を
與
へ
て
云
は
く
、 

「
以
つ
て
、
功
を
施
し
、
德
を
布し

く
べ
し
。」 

と
。
復
た
、
云
は
く
、 

「
十
年
に
し
て
當
に
相
ひ
迎
ふ
べ
し
。」 

と
。 

 

此
の
人
、
家
に
歸
り
て
、
遂
に
肯あ

へ
て
別
に
婚
せ
ず
、
親
を
辭
し
、
出
家
し
て
、
道
人

だ
う
じ
ん

と
な
る
。 

 

得
る
所
の
三
卷
の
方
は
、
一
卷
は
「
脈
經

み
や
く
け
い

」、
一
卷
は
「
湯
方

た
う
は
う

」［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
煎
じ
薬
の
処
方
。］、

一
卷
は
「
丸
方

ぐ
わ
ん
は
う

」
な
り
。 

 

周
あ
ま
ね

く
行
ひ
て
救
療
す
る
に
、
皆
、
神
驗
を
致
す
。 

 

後
に
、
母
、
老
邁

ら
う
ま
い

と
な
り
、
兄
、
喪さ

う

す
。
因
り
て
、
還
り
て
婚
し
て
宦

く
わ
ん

せ
り
。
』
と
。
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
最
後
は
母
が
年
老
い
た
上
、
家
を
継
ぐ
べ
き
兄
が
亡
く
な
っ
た
の
で
、
実
家
に
帰
り
、
妻
を
貰
い
、

役
人
に
も
な
っ
た
、
と
い
う
中
国
の
小
説
の
御
約
束
の
文
末
で
あ
る
。
十
年
後
に
河
伯
の
後
継
ぎ
と
し
て



迎
え
る
と
い
う
話
は
ど
う
な
っ
た
か
と
訝
る
無
か
れ
。
異
界
の
時
間
は
人
間
界
と
は
異
な
り
、
遙
か
に
長

い
。
ず
っ
と
後
に
主
人
公
の
男
は
仙
化
し
て
、
懐
か
し
い
河
伯
の
娘
の
所
へ
還
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。］ 

 
 

 

＊ 

こ
の
「
幽
明
錄
」
は
「
世
説
新
語
」
の
撰
者
と
し
て
知
ら
れ
る
劉
義
慶
（
四
〇
三
年
～
四
四
四
年
：
南
朝

宋
の
皇
族
で
臨
川
康
王
。
武
帝
劉
裕
は
彼
の
伯
父
）
の
志
怪
小
説
集
。
散
逸
し
た
が
、
後
代
の
か
な
り
の

諸
本
の
採
録
に
よ
っ
て
残
っ
た
。
な
お
、
引
用
元
の
「
搜
神
記
」
は
六
朝
時
代
、
四
世
紀
の
晋
の
干
宝

（
？
～
三
三
六
年
）
の
著
に
な
る
志
怪
小
説
集
。
神
仙
・
道
術
・
妖
怪
な
ど
か
ら
、
動
植
物
の
怪
異
・
吉

兆
・
凶
兆
の
話
等
、
奇
怪
な
話
を
記
す
。
著
者
の
干
宝
は
有
名
な
歴
史
家
で
あ
る
が
、
身
辺
に
死
者
が
蘇

生
す
る
事
件
が
再
度
起
っ
た
こ
と
に
刺
激
さ
れ
、
古
今
の
奇
談
を
集
め
て
本
書
を
著
し
た
と
い
う
。
も
と

は 

三
十
巻
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
伝
わ
る
も
の
は
系
統
の
異
な
る
二
十
巻
本
と
八
巻
本
で
あ

る
。
当
時
、
類
似
の
志
怪
小
説
集
は
多
く
著
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
は
そ
の
中
で
も
、
比
較
的
、
時
期

も
早
く
、
歴
史
家
ら
し
い
簡
潔
な
名
文
で
、
中
国
説
話
の
原
型
が
多
く
記
さ
れ
て
お
り
、
後
の
唐
代
伝
奇

な
ど
、
後
世
の
小
説
に
素
材
を
提
供
し
、
中
国
小
説
の
萌
芽
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
「
幽
明
録
」
と
比

較
し
た
が
、
殆
ん
ど
忠
実
に
引
い
て
あ
る
。
な
お
、
頭
の
短
い
話
は
、
確
か
に
「
搜
神
記
」
の
以
上
の
話

の
直
前
に
置
か
れ
て
あ
る
の
と
似
た
話
な
の
で
あ
る
が
（
但
し
、
そ
こ
で
は
馮
夷
は
八
月
上
庚
の
日
に
黄

河
を
渡
ろ
う
と
し
て
溺
れ
死
に
、
そ
れ
を
見
た
天
帝
は
彼
を
河
伯
に
任
命
し
た
云
々
と
い
う
話
に
な
っ
て

い
る
）
、
「
宋
」
と
い
う
の
は
六
朝
時
代
の
南
朝
の
最
初
の
王
朝
で
あ
る
宋
（
四
二
〇
年
～
四
七
八
年
）
だ

が
、
こ
れ
は
著
者
干
宝
の
百
年
近
く
後
の
時
代
で
あ
る
か
ら
、
後
人
に
よ
っ
て
混
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

史
料
的
価
値
が
が
っ
く
り
下
が
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。 

 
 

 

＊ 

「
龍
樹
大
士
」
龍
樹
は
二
世
紀
に
生
ま
れ
た
イ
ン
ド
仏
教
の
僧
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
「
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ

ュ
ナ
」
の
漢
訳
名
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
天
性
の
才
能
に
恵
ま
れ
て
い
た
龍
樹
は
』
、
『
そ
の
学
識

を
も
っ
て
有
名
と
な
っ
た
。
龍
樹
は
才
能
豊
か
な
』
三
『
人
の
友
人
を
持
っ
て
い
た
が
、
あ
る
日
』
、
『
互

い
に
相
談
し
』、
『
学
問
の
誉
れ
は
既
に
得
た
か
ら
』
、
『
こ
れ
か
ら
は
快
楽
に
尽
く
そ
う
と
決
め
た
。
彼
ら

は
術
師
か
ら
隠
身
の
秘
術
を
得
、
そ
れ
を
用
い
』
、
『
後
宮
に
し
ば
し
ば
入
り
込
ん
だ
』
。
百
『
日
あ
ま
り

の
間
に
宮
廷
の
美
人
は
全
て
犯
さ
れ
、
妊
娠
す
る
者
さ
え
出
て
き
た
。
こ
の
事
態
に
驚
愕
し
た
王
臣
た
ち

は
対
策
を
練
り
』
、
『
砂
を
門
に
撒
き
、
そ
の
足
跡
を
頼
り
に
彼
ら
を
追
っ
た
衛
士
に
よ
り
』
三
『
人
の
友

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%BE%8D%E6%A8%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%BE%8D%E6%A8%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%BE%8D%E6%A8%B9


人
は
切
り
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
王
の
影
に
身
を
潜
め
た
龍
樹
だ
け
は
惨
殺
を
免
れ
、
そ
の
時
、

愛
欲
が
苦
悩
と
不
幸
の
原
因
で
あ
る
こ
と
を
悟
り
、
も
し
宮
廷
か
ら
逃
走
す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
』
、

『
出
家
し
よ
う
と
決
心
し
た
』。
『
事
実
、
逃
走
に
成
功
し
た
龍
樹
は
山
上
の
塔
を
訪
ね
受
戒
出
家
し
た
。

小
乗
の
仏
典
を
わ
ず
か
』
九
十
『
日
で
読
破
し
た
龍
樹
は
、
更
な
る
経
典
を
求
め
』
、
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
中
の

老
比
丘
か
ら
い
く
ら
か
の
大
乗
仏
典
を
授
け
ら
れ
た
。
こ
れ
を
学
ん
だ
後
、
彼
は
イ
ン
ド
中
を
遍
歴
し
、

仏
教
・
非
仏
教
の
者
達
と
対
論
し
』
、『
こ
れ
を
打
ち
破
っ
た
。
龍
樹
は
そ
こ
で
慢
心
を
起
こ
し
、
仏
教
は

論
理
的
に
完
全
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
』
、
『
仏
典
の
表
現
の
不
備
な
点
を
推
理
し
、
一
学
派
を
創
立

し
よ
う
と
考
え
た
』
。『
し
か
し
マ
ハ
ー
ナ
ー
ガ
（
大
龍
菩
薩
）
が
龍
樹
の
慢
心
を
哀
れ
み
、
龍
樹
を
海
底

の
龍
宮
に
連
れ
て
行
っ
て
』
、『
諸
々
の
大
乗
仏
典
を
授
け
た
。
龍
樹
は
』
九
十
『
日
か
け
て
』
、『
こ
れ
を

読
破
し
、
深
い
意
味
を
悟
っ
た
』
と
あ
る
。 

「
獲
」「
え
」。 

「
孫
思
邈
」
（
そ
ん
し
ば
く 

五
八
一
年
或
い
は
六
〇
一
年
～
六
八
二
年
）
は
隋
か
ら
唐
に
か
け
て
の
医

家
。
孫そ

ん

真
人

し
ん
じ
ん

と
も
称
さ
れ
る
。
七
歳
の
時
か
ら
学
問
を
始
め
、
二
十
歳
頃
に
は
、
老
子
・
荘
子
や
百
家
の

説
を
論
じ
、
合
せ
て
仏
典
も
好
ん
だ
。
陰
陽
・
推
歩
（
天
文
・
暦
算
）
・
医
薬
に
精
通
し
て
い
た
。
太
白

山
に
隠
居
し
、
隋
の
文
帝
や
唐
の
太
宗
・
高
宗
が
高
位
を
約
し
て
招
い
た
が
、
受
け
な
か
っ
た
。
著
書

「
備
急
千
金
要
方
」
（
こ
こ
に
出
る
「
千
金
方
」
に
同
じ
）
の
自
序
に
、
「
幼
時
に
風
冷
に
あ
い
、
た
び
た

び
医
者
に
か
か
り
、
家
産
を
使
い
果
た
し
た
。
ゆ
え
に
学
生
の
と
き
か
ら
老
年
に
至
る
ま
で
医
書
を
尊
び

親
し
ん
で
い
る
。
診
察
・
薬
方
な
ど
を
有
識
者
に
学
び
、
身
辺
の
人
や
自
身
の
疾
病
を
治
す
よ
う
に
な
っ

た
。
薬
方
や
本
草
を
学
ぶ
の
は
よ
い
が
、
薬
方
書
は
非
常
に
多
く
、
緊
急
時
に
間
に
合
わ
な
い
。
そ
こ
で
、

多
く
の
経
方
書
か
ら
集
め
て
簡
易
に
つ
く
っ
た
も
の
が
こ
の
三
十
巻
で
あ
る
。
人
命
は
貴
く
、
千
金
の
価

値
が
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
（
小
学
館
「
日
本
大
百
科
全
書
」
に
拠
っ
た
）
。
さ
て
、
サ
イ
ト
「
道
院 

日

本
総
院
」
の
彼
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
『
あ
る
日
、
牧
童
に
傷
つ
け
ら
れ
』
、
『
血
を
流
す
小
蛇
を
見
つ
け
』、

孫
『
真
人
は
衣
を
脱
ぎ
、
小
蛇
を
救
っ
た
。
そ
の
後
、
十
日
ほ
ど
外
出
し
た
時
の
こ
と
、
白
衣
の
一
少
年

が
下
馬
し
』
、『
孫
真
人
に
拝
謝
し
、
「
我
が
弟
を
道
者
（
孫
真
人
）
が
蒙
し
（
傷
を
覆
い
）、
救
わ
れ
ま
し

た
。
家
に
招
待
い
た
し
ま
す
。
我
が
馬
を
使
い
、
皆
で
早
く
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
城
郭

に
つ
く
と
、
王
の
住
ま
い
の
如
く
で
あ
っ
た
。
絳
（
深
紅
）
衣
を
着
た
人
が
出
迎
え
、
謝
し
て
曰
く
「
あ

な
た
の
手
当
て
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。
故
に
息
子
を
迎
え
に
行
か
せ
ま
し
た
」
と
。
一
人
の
青
衣
の
子
供



を
指
し
て
曰
く
「
あ
な
た
が
救
っ
た
子
で
す
。
牧
に
て
傷
を
作
り
、
そ
れ
に
よ
り
衣
を
脱
ぐ
こ
と
で
、
贖

い
救
わ
れ
、
不
死
を
得
る
の
で
す
」
と
述
べ
、
青
い
衣
の
子
に
拝
謝
を
さ
せ
た
。
真
人
は
初
め
て
今
回
の

こ
と
を
悟
っ
た
。
周
り
を
窺
う
と
、
涇
陽
の
水
府
（
水
神
や
龍
神
の
宮
殿
）
に
い
る
こ
と
を
知
り
、
三

日
』
、
『
居
し
た
。
絳
衣
』（
こ
う
い
：
深
紅
の
衣
服
）
『
の
王
が
軽
綃
（
絹
）
、
金
珠
を
真
人
に
送
る
が
』、

『
受
け
取
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
乃
ち
』
、
『
そ
の
子
に
命
じ
、
龍
宮
の
奇
方
（
奇
な
る
漢
方
）
三
十
首
を

送
り
、
「
是
を
以
て
、
道
者
（
孫
真
人
）
は
世
と
人
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
。
真
人
は
帰
り
、
た
び

た
び
こ
れ
を
試
す
と
』
、
『
皆
』
、
『
効
が
あ
っ
た
。
の
ち
に
著
作
「
千
金
方
」
』
に
そ
の
処
方
が
記
さ
れ
て

あ
る
旨
の
記
載
が
あ
る
。 

「
司
馬
晋
」
こ
の
場
合
は
、
先
の
「
幽
明
録
」
の
作
者
の
生
没
年
か
ら
、
東
晋
（
三
一
七
年
～
四
二
〇
年
）

を
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
東
晋
は
司
馬
炎
が
建
国
し
た
西
晋
王
朝
（
二
六
五
年
～
三
一
六
年
）
が
劉

淵
の
漢
（
後
の
前
趙
）
よ
り
滅
ぼ
さ
れ
た
後
、
西
晋
の
皇
族
で
あ
っ
た
司
馬
睿え

い

に
よ
っ
て
江
南
に
建
て
ら

れ
た
。 

「
藥
方
を
傳
ふ
る
一
件
は
河
伯
、
カ
ツ
パ
相
同
じ
」
私
は
河
伯≠

河
童
説
に
立
つ
が
、
う
～
ん
、
こ
う
い

わ
れ
る
と
、
確
か
に
そ
の
辺
り
は
似
て
は
い
る
な
ぁ
。…

…
 

「
鞍
馬
の
僧
正
坊
」
牛
若
丸
に
剣
術
を
教
え
た
と
い
う
伝
説
で
知
ら
れ
る
鞍
馬
山
の
奥
の
僧
正
ヶ
谷
に
住

む
と
伝
え
ら
れ
る
大
天
狗
。 

「
關
八
州
古
戰
錄
」
江
戸
時
代
の
軍
記
物
。
享
保
一
一
（
一
七
二
六
）
年
成
立
。
全
二
十
巻
。
著
者
は
槙

島
昭
武
。
参
照
し
た
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
戦
国
時
代
の
関
東
地
方
に
お
け
る
合
戦
や
外
交
情
勢
に

つ
い
て
記
さ
れ
て
お
り
』
、
天
文
一
五
（
一
五
四
六
）
年
の
「
河
越
夜
戦
」
か
ら
天
正
十
八
年
の
『
後
北

条
氏
滅
亡
ま
で
の
関
東
に
お
け
る
大
小
の
合
戦
を
詳
細
に
扱
っ
て
い
る
』
と
あ
る
。 

「
飯
篠
山
城
守
家
直
入
道
長
意
」
「
い
ひ
ざ
き
や
ま
し
ろ
の
か
み
い
へ
な
ほ
に
ふ
だ
う
な
が
お
き
」
。
下
総

国
香
取
郡
飯
笹
村
（
現
在
の
千
葉
県
香
取
郡
多
古
町
（
た
こ
ま
ち
）
飯
笹
（
い
い
ざ
さ
）
）
か
ら
起
こ
っ

た
千
葉
氏
の
族
で
、
室
町
中
期
に
起
こ
っ
た
香
取
神
刀
流
始
祖
。
後
に
名
乗
り
を
「
伊
賀
守
」
に
改
め
て

お
り
、
入
道
名
は
飯
篠
長

ち
ょ
う

威い

斎さ
い

。
「
長
意
」
は
本
名
で
、
法
号
は
そ
の
音
に
漢
字
を
当
て
て
作
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。 

「
下
總
國
香
取
郡
」
旧
域
は
当
該
ウ
ィ
キ
の
地
図
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
鹿
伏
刑
部
少
輔
」
「
か
ぶ
と
ぎ
や
う
ぶ
せ
う
い
う
（
か
ぶ
と
ぎ
ょ
う
ぶ
し
ょ
う
い
う
）
」
。
実
際
に
前
記



の
飯
篠
の
師
と
す
る
説
が
あ
る
。 

「
刺
擊
」
「
し
げ
き
」
。
「
突
き
」
を
主
体
と
し
た
武
術
。
香
取
神
刀
流
は
剣
術
・
居
合
・
柔
術
・
棒
術
・

槍
術
・
薙
刀
術
・
手
裏
剣
術
等
に
加
え
、
築
城
・
風
水
・
忍
術
等
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
総
合
武
術
で
、
甲

冑
着
用
を
想
定
し
た
形
が
多
く
見
ら
れ
、
斬
り
突
き
で
は
、
甲
冑
の
弱
点
で
あ
る
首
・
脇
・
小
手
の
裏
な

ど
を
狙
う
、
と
当
該
ウ
ィ
キ
に
あ
る
。 

「
天
眞
正
」「
選
集
」
の
表
記
を
参
考
に
す
る
と
、
読
み
は
「
て
ん
し
ん
し
や
う
」
で
あ
る
。 

「
應
身
」「
わ
う
じ
ん
」
。
本
来
は
仏
語
。
仏
が
衆
生
を
教
化
す
る
た
め
に
現
れ
る
身
体
。
仏
・
菩
薩
な
ど

の
人
の
目
に
見
る
こ
と
の
可
能
な
仏
身
を
指
す
。 

「
詢
へ
」「
と
な
へ
」。 

「
ド
ン
ガ
ス
」「
日
文
研
」
の
「
怪
異
・
妖
怪
伝
承
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
こ
ち
ら
に
「
ド
ン
ガ
ス
」
（
河
童

絡
み
ら
し
く
、
薬
方
と
の
関
係
も
あ
る
）
が
あ
る
。
大
阪
市
中
央
区
で
の
採
取
。］ 

 


